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本ニューズレターには、第 7 回連携公開講座の
報告に加え、本年度中に予定されている事業の予
告、新規プロジェクトの紹介等を掲載いたしまし
た。 

取り分け、連携公開講座につきましては、新型
コロナウイルスの感染拡大により 2 年連続で中
止とした事業です。今回も受講者数に上限を設け
るなど、完全な形での開講とはなりませんでした
が、少しでも元に復せたことに安堵しておりま
す。 

皆さま方には、今後とも、高崎経済大学地域科
学研究所の事業に対し、より一層のご理解とご協
力をお願いする次第です。 
 
 2022 年度後期地域科学研究所事業計画     

 2022 年度後期（9 月以降）に実施する行事
は、次のとおりです。 
⦿第５回あすなろ市民ゼミ 

場所:cafe あすなろ（高崎市鞘町 73 番地） 
 ①9 月 8 日（木）18:00～20:00 
 講師:岩﨑 忠 所員（地域政策学部教授） 
 「空き家・空き店舗をいかに再生するか」 
 ②9 月 15 日（木）18:00～20:00 
 講師:安田 慎 所員（地域政策学部准教授） 
 「観光を通じて、わたしたちはいかに地域社 
  会を形作ってきたのか?」 

 ③9 月 27 日（火）18:00～20:00 
 講師:若林 隆久 所員（地域政策学部准教授） 
 「より良いコミュニケーションや関係性とは?」 
 ④10 月 5 日（水）18:00～20:00 
 「日本の工業化と渋沢栄一の役割」 
 
⦿第１２回地域めぐり（エクスカーション） 
 「知っておきたい烏川流域の歴史と役割」 
 日時:10 月 1 日（土）8:50～17:00 
 行程:東善寺（小栗上野介の日本近代化への貢献 

を考える）－ はまゆう山荘（昼食）－ くら 
ぶち草の会（有機農業の創始と移住者によ 
る有機農業の展開）－ 清水の梅（加工場見 
学・販売会） 

 コーディネーター: 
    西野 寿章 所員（地域政策学部教授） 
 
⦿第１７回公開講演会 
 「コロナ禍における持続可能な観光地域づくり」 
 日時:10 月 14 日（金）16:00～17:30 
 講師:上村 基 氏（地域プランナー、日本観光 

文化検定協会認定「観光コーディネーター」 
ほか） 

 
⦿第３９回公開講座 
 「現代社会への多面的なアプローチ」 
 ①10 月 19 日（水）18:00～19:30 
 講師:山本 匡毅 所員（地域政策学部教授） 
 「変化する日本の航空宇宙産業」 
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 ②10 月 26 日（水）18:00～19:30 
 講師:黒崎 龍悟 所員（経済学部准教授） 
 「アフリカにおける家庭太陽光発電の可能性 
  と課題」 
 ③11 月 1 日（火）18:00～19:30 
 講師:秋朝 礼恵 所員（経済学部教授） 
 「スウェーデン社会のこれまで、今 そして 
  これから」 
 ④11 月 10 日（木）18:00～19:30 
 講師:八木橋 慶一 所員（地域政策学部教授） 
 「新しい協同組合の成立とその意義－労働者 

協同組合について－」 
 ⑤11 月 17 日（木）18:00～19:30 
 講師:唐澤 達之 所員（経済学部教授） 
 「中近世ヨーロッパのギルド－人々の絆のか 

たち－」 
 ⑥11 月 21 日（月）18:00～19:30 
 講師:谷口 聡 所員（経済学部教授） 
 「民法における成年年齢１８歳への引下げ」 
 ⑦11 月 25 日（金）18:00～19:30 
 講師:増田 正 所員（地域政策学部教授） 
 「日本の選挙を考える」 
 ⑧12 月 1 日（木）18:00～19:30 
 講師:福間 聡 所員（地域政策学部教授） 
 「倫理学における非理想理論について」 
 ⑨12 月 9 日（金）18:00～19:30 
 講師:米本 清 副所⾧（地域政策学部准教授） 
 「地方都市の人口と経済－コロナ禍を踏まえて」 
 ⑩12 月 16 日（金）18:00～19:30 
 講師:西野 寿章 所員（地域政策学部教授） 
 「地方の都市と山村を考える－中心市街地自治 

と山村集落の限界化－」 
 
⦿第６回地域経営セミナー（自治体職員対象） 
 「ＤＸ時代の地方創生」 
 日時:11 月 7 日（月）14:00～16:00 
 講師:鍋山 徹 氏（一般財団法人日本経済研 

究所 専務理事・チーフエコノミスト） 
 

⦿第１３回地元学講座 
 「ケルナー広場を中心とした子育て支援につ

いて」 
 日時:11 月 16 日（水）13:30～15:30 
 講師:続木 美和子 氏（NPO 法人時をつむ 

   ぐ会 専務理事） 
 

⦿第１３回地域めぐり（エクスカーション） 
「高崎市のものづくり企業をめぐる」 
日時:11 月 29 日（火） 
行程:オリヒロ株式会社（工場見学）－ 箕輪 
   亭（増田和牛試食会）－ 株式会社市川 

食品（工場見学）－ 株式会社山岸製作 
所（工場見学） 

コーディネーター: 
    高松 正毅 所⾧（経済学部教授） 
 
⦿第１４回地元学講座 
 「音楽のある街高崎－音楽・文化によるまち

づくり－」 
 日時:1 月 17 日（火）13:30～15:30 
 講師:中森 隆利 氏（日本ピアノホールデ 

  ィング株式会社 代表取締役） 
 
 第７回連携公開講座報告         

今年は、5 月 14 日から 6 月 18 日にわたり、
高崎市中央公民館において、連携公開講座が開催
されました。３年ぶりの開催となりましたが、い
まだ終息が見えない新型コロナウイルス感染症
の影響により、従来の半分となる 50 名定員での
実施となりました。大変ありがたいことに、定員
を超える参加申込をいただき、泣く泣く抽選を行
うこととなりました。 

 
受講者アンケートの結果は次のとおりです。 

《第７回（2022 年度）連携公開講座アンケート
結果（抜粋）》 〇アンケート実施:講座最終日
（6 月 18 日） 最終日の出席者数:31 人 回答
者数:29 人（回収率:93.55％） 
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・今回講座の全体的な満足度 
大変満足 17 人  
満足  11 人  
どちらともいえない 0 人  
不満  0 人  
大変不満足  0 人  
無回答   1 人  
合計  29 人  

 
・「大変満足」「満足」と回答の方が評価する点
（複数回答可） 

テーマ 18 人  
講師 19 人  
講義内容 25 人  
開催日時 6 人  
教室 2 人  
資料 8 人  
視聴覚機器 1 人  
受講料 2 人  
事務局対応 5 人  
その他 0 人  

 
・受講理由（複数回答可） 

自己研鑽 22 人 
テーマ 11 人 
講師 3 人 
知人の勧め 1 人 
以前参加してよかった 7 人 
その他  1 人 
無回答 4 人 

  その他･･･連続講座の一環（1 名） 

・講座を知ったきっかけ（複数回答可） 
広報高崎  16 人  
大学 HP 1 人  
知人からの情報 0 人  
大学からの案内 7 人  
チラシ 1 人  
新聞 0 人  
その他 1 人  

その他･･･県民カレッジ（1 名） 
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⦿第１回:5 月 14 日（土）開催 
 「日本語の面白さ」 
 講師:高松 正毅 所⾧（経済学部教授） 
日本語は、易しい面と難しい面の両面を持って

います。 
まず、易しさの面です。 
第一に、日本語は、「音節」の種類が非常に少

ないです。音節とは、母音を一つ含む音の最小単
位ですが、日本語では、等時間的な単位である
「拍」の方がより重要で、ここでは促音・撥音・
引音といった特殊拍も含みます。それが 108 し
かなく、そこに「ティ」や「ファ」といった外来
語専用のものが加わるだけです。 

実は、音素（意味の弁別に関わる音の最小単位）
の種類は、ハワイ語やパプアニューギニアのロド
カス語が日本語よりも少ないです。逆に多いの
は、これは当日質問されて答えることができませ
んでしたが、トルコのウビフ語やベトナムのセダ
ン語です。 

また、日本語では「同音語」が極めて多くなり
ます。 

同音語は、時に、耳で聞くと分からないため、
シリツを「いちりつ（市立）」と「わたくしりつ
（私立）」、ジテンを「もじてん（字典）」「こ
とてん（事典）」「ことばてん（辞典）」、カガ
クを「科学（サイエンス）」と「化学（ばけがく）」
のように言い分けることが行われています。 

なお、音節の種類の少なさを補っているのが表
意文字である漢字です。さらに、日本語では、掛
詞やしゃれが高度に発達しています。 

第二に、日本語は、文法が極端に単純です。 
基本語順はあるにはありますが、極めて自由度

が高いです。つまり、話し言葉なら、単語をつな
ぎさえすればある程度は通じます。 

また、語形変化や連接規則もあるにはあります
が、覚えなければならない事項は、「英語」など
にくらべ多くはありません。 

次に、難しさの面です。 

第一に、日本語は、基本語彙のカバー率が低い
です（沖森卓也・木村義之・陳力衛・山本真吾
（2006）『図解日本語』三省堂 p.82．）。この
結果として、日本語は、他の言語に比べて覚えな
ければならない語数が多くなり（1 万語でやっと
90％をカバー）ます。 

その要因には、語種の問題があります。語種と
は、語の出自による分類で、もともとの日本語で
ある「やまとことば（和語）」、中国から入った
もので漢字で書いて音読みする「漢語」、主とし
てヨーロッパの言語から入ったものでカタカナ
で書く「外来語」の三種ですが、これらが混じり
合った「混種語」というのもあります。 

たとえば、「コップ」はオランダ語起源で、円
筒形で片手で持ちます。「カップ」は英語起源で、
半球形の取って付きの杯・盃、またコップより大
きく（カップ麺）、両手で持つのが普通です。さ
らに「グラス」は英語起源で、ガラス（オランダ
語起源）製です。他に、「湯飲み」や「茶碗」と
いった語もあり、似たようなものを細かく言い分
けています。 

第二に、日本語は、文字が世界一複雑です。 
漢字とひらがな・カタカナ、場合によってはア

ルファベットをはじめとする西洋の文字を混用
します。このような言語は他に類を見ません。 

「平仮名」は、和歌を記すために生まれ、和文
を書くための文字でした。これに対して「片仮名」
は、漢籍（仏典）の注記（訓点）用として生まれ
ました。速く書くために漢字の一部を省略した
「省文」の用法（ヨヨ（縁覺）・ササ（菩薩）な
ど）からです。 

貴族が、漢文と和文（漢字ひらがな交じり）を
用いたのに対し、寺僧らは漢文と漢字カタカナ交
じり文を用いていました。そして、戦中まで正式
な文書はあくまで「漢文（体）」でした。 

文章が現代のような書き方になるのは、戦後の
ことです。 

以上が、お話しした概要です。答えられない質
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問もあり、当日は受講生の熱心さに圧倒されまし
た。 

 
⦿第２回:5 月 21 日（土）開催 

 「農と地域ブランド－知的財産法の観点から－」 
講師:澤田 悠紀 所員（経済学部准教授） 

群馬には「上州牛」「十石みそ」「群馬の地酒」
「嬬恋高原キャベツ」などの産品があることは、
皆さまご存知だと思います。他方で、これらすべ
て【地域団体商標】として特許庁に登録されてい
る名称あるいはブランドでもあるということは、
果たしてどれだけの方がご存知でしょうか。連携
公開講座「農と地域ブランド:知的財産法の観点
から」の回では、この意外と知られていない農と
ブランド価値との関係性について、少し掘り下げ
て考えてみました。 

出発点は、フランスにおけるワインに対する権
利の歴史です。「パンとぶどう酒」がキリスト教
において欠くべからざる存在であることからも
想像されるように、ぶどう酒すなわちワインに対
する法的権利をどうするかというのは、ヨーロッ
パの歴史においてきわめて重要な課題でした。特
にフランス革命以降、教会の手を離れた品質の低
いニセモノのワインの流通をいかに防ぐかにつ
いて、人々は頭を悩ませました。その結果、たと
えば「ボルドー・ワイン」というラベルをボトル
に貼って出荷することができるのはボルドー地
方のワイン生産者だけということにしよう!と
いうような取り決めが登場します。すなわち、ボ
ルドー地方のワイン生産者に「ボルドー・ワイン」
という名称に対する独占権を認めようというこ
とになります。フランスにおいては、このように
して、まずはワインの名称等に対する法的権利か
ら始まり、次にはチーズ… といった具合に、日
常の食卓を飾るさまざまな農産品について、たと
えば「ボルドー・ワイン」や「カマンベール・チ
ーズ」といった具体的名称等の使用を、その地域
の生産者のみに独占させようとする発想が、いち

早く生まれました（ボルドーはフランス南西部の
大都市、カマンベールはフランス北西部の小さな
村の名前です）。 

じつは、そのようにして特定地域の生産者に名
称の独占権を認めると、世界中の消費者の権利も
同時に保護されることになるという点も、見逃せ
ません。実際、ワインというのは、その土地の気
候風土や土壌の性質（これを “テロワール” と呼
びます）によって、やはり他の土地ではどうして
も生み出しにくい地域特有の味わいを帯びるも
のと言われますが、そのようなときに、例えば「ボ
ルドー・ワイン」と書いてあるボトルを高値で買
った消費者が、まったく異なるテロワールのワイ
ンを飲まされてがっかりしてしまうというよう
な事件が起きづらくなります。したがって、名称
に対する独占権は、生産者の利益と消費者の利益
と双方を守るということにつながります。 

日本は、このような考え方にすっと馴染み、そ
れを仕組みとして導入することにさして抵抗が
ありませんでした。「上州牛」や「十石みそ」と
いった、⾧い歴史をかけて地域ごとに生み出され
た名産品が沢山あるという点で、フランスと似て
いるからかもしれません。 

他方で、⾧い歴史を経て生み出されたテロワー
ルの名産品があまり無い国にとって、このような
仕組みは面白くありません。例えばアメリカ合衆
国は、その短い歴史のなかで、どちらかといえば、
遺伝子組換え作物などによる大量生産型の農を
目指してきたかもしれません。そうすると、農は
「質」か「量」か?という貿易上の大論戦が生じ
てきます。 

このような
観点から、日
本の農につい
て改めて考え
てみるとまた
面白いのでは
と思います。 
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⦿第３回:5 月 28 日（土）開催 
 「疫病退散を願う祭りと信仰－祇園祭と牛頭天王 

について－」 
講師:鈴木 耕太郎 所員（地域政策学部准教授） 
去る 2022 年 5 月 28 日（土）、高崎市中央公

民館で第 7 回連携公開講座（全 5 回中の第 3 回
目）の講師を勤めた。 

「疫病退散を願う祭りと信仰――祇園祭と牛
頭天王について――」と題したものだが、実はこ
のようなテーマにしようと考えたのは、2020 年
2 月まで遡る。ちょうど新型コロナウイルス感染
症が日本国内で徐々に広がりつつあるなかで、既
に前年には講師を務めることが決定していた公
開講座のタイトルとして同様のテーマを掲げた。 

 しかし、よもやその「疫病」によって、その
年の講座が中止となり、さらに翌年も開催を見合
わせることになるとは思いもよらなかった。結果
として構想から 2 年を経て、今年、ようやく講座
を開くことができたのである。 

「牛頭天王（ごずてんのう）」は平安時代後期
から明治時代に入るまで、日本各地で信仰されて
いた存在である。その特徴の 1 つに、日本とは異
なる国・地域に由来する、いわば「異国神」「渡
来神」的存在であることがあげられる。そのため、
古くから異国を出自として日本へその信仰がも
たらされてきたと言われてきた。 

しかし、牛頭天王信仰の来歴をひもとくと、実
際のところ、本当に異国（インドや中国、朝鮮半
島など）で信仰されてきたのか疑わしくもある。
何故なら、実際にそうした信仰の足跡が当地では
見られないからだ。より踏み込めば、日本で生み
出されつつ、「異国神」であると喧伝された信仰
である可能性すら否定できない。 

ともあれ、この牛頭天王がなぜ日本各地で信仰
の対象となったのか。それはひとえに牛頭天王が
「疫病」と強く関係していたからに他ならない。
すなわち牛頭天王とは疫病を「発生」させ、「流
行」させる原因でもあり、非常に恐ろしい存在だ

と考えられてきた。ただ、だからこそそうした存
在を信仰対象として崇め、鎮めることで疫病を発
生させないようにしたのである。こうして牛頭天
王は祀られることで疫病を発生させない／広め
ない＝除疫・防疫神として各地でその信仰が広が
ったのである。 

講座の前半はこのように牛頭天王信仰に関す
る概略的な内容を示した。そのうえで、今回のタ
イトルにも含まれている「祇園祭」の話を後半に
行った。 

京都の祇園祭や愛知県津島市の天王祭は、その
発生をたどると牛頭天王信仰に行き着く。つま
り、これらの祭礼は牛頭天王を祀る祭礼であっ
た。こうした祭礼はこの群馬県内でも各地で確認
できる。興味深いのは、群馬県内の祇園祭・天王
祭は疫病退散を願うと共に商売繁盛などの願い
も込められている点だ。つまり、牛頭天王は市場
の発展を担う「市神」として見なされているので
ある。ただ、なぜこうした市神信仰が牛頭天王信
仰のなかに取り込まれたのか、詳しい経緯は不明
である。 

このように課題は課題として提示しつつも、後
半部は県内の祇園祭・天王祭の事例をあげて説明
をおこなった。身近な例を提示したことは、受講
生にとってもイメージしやすかったようだ。本講
座を受講して、身の周りの牛頭天王信仰の足跡に
ついて、少しでも関心を持っていただけたら幸い
である。 
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⦿第４回:6 月 11 日（土）開催 
 「地図の特徴と見方を学ぶ」 
 講師:太田 慧 所員（地域政策学部准教授） 

本講座では、「地図の特徴と見方」という大き
なテーマに対して、「地図に隠された情報を読み
解く」、「地図のデザインを考える」、「みんな
が地図作成者?地図からはじまる地域づくり」と
いう 3 つのサブテーマを設定することで、地図作
成に必要な技術や倫理観についての講義を展開
し、現代社会で広く求められる地図の読み書き能
力（＝リテラシー）について解説した。 
 1 つ目のサブテーマとしては、古代から現代ま
で至る地図の歴史について概観し、古代から前近
代までの地図と現代の地図の用途の違いについ
て紹介した。具体的には、古代から前近代までの
地図は領土を正確に記述することに地図作成の
大きな目的があり、地図作成者は国王や政府とい
った為政者に命じられて地図を作成していた。一
方現代では、さまざまなテーマをもった情報伝達
のための地図が多様な主体により作成されるよ
うになったのである。地図は 3 次元の世界を平面
の紙上やディスプレイに投影し、抽象化するた
め、現実世界を歪ませる性質がある。講座ではこ
うした地図の特徴について事例をもとに紹介す
るとともに、地図の間違えや地図作成者のさまざ
まな意図についても紹介し、地図に隠された情報
を読み解くヒントを提示した。 
 2 つ目のサブテーマでは、地図を描く際の視点
として地図デザインの心理学的特徴について説
明した。たとえば、地図の色使いの事例を示し、
進出色と後退色の違いや、補色を効果的に使うこ
とで地図に表現する情報を強調することができ
るといった地図作成上の心理学的な効果につい
て説明した。近年では、インターネットの発達に
よってさまざまな場面で地図を目にする機会が
増加しているため、地図作成者とユーザーの双方
が地図の色使いや表現方法に注意を払う必要が
ある。 

 3 つ目のサブテーマとしては、市民が地図作成
の主体となる市民参加型 GIS（Geographic 
Information System:地理情報システム）を具
体的な WebGIS を紹介しながら説明した。これ
までの地図作成には高度な専門的な知識や技術
が必要であり、地図を描くことができるのは一部
の専門家に限られていた。こうした状況は、1990
年代以降に GIS 本格的に普及する時代になって
も同様であった。しかし、Web サービスが急速
に発達した現代においては、さまざまな地図系
Web サービスを利用して専門的な知識がなくて
も市民自らが自由に地図を作成し、世界に公開で
きる時代となっている。講座の最後には筆者が担
当しているゼミナールでの WebGIS を用いた共
有地図作成の事例について紹介し、地域の課題を
市民が発見、可視化する方法を示し、市民創発の
地域づくりに地図が果す可能性を示した。 
 
⦿第５回:6 月 18 日（土）開催 
 「高崎からのグローカル人材育成－高大コラボ 

ゼミの 12 年－」 
講師:矢野 修一 所員（経済学部教授） 

 今年の「公開連携講座」では、高崎経済大学と
高崎経済大学附属高校（以下、それぞれ高経大／
高経附）との連携事業「高大コラボゼミ」をテー
マにしました。 
 「高大コラボゼミ」（以下、コラボゼミ）とは、
高経大・高経附の教職員・学生・生徒が協力しな
がら、ゼミナール形式の少人数グループ学習を進
める「高大連携プログラム」です。日本企業のケ
ーススタディ、実際の企業訪問・インタビューを
通じて、経済・経営の知識、コミュニケーション
能力、プレゼンテーション能力、リーダーシップ、
英語力を向上させるとともに、進路・キャリア意
識の涵養を図る試みです。 
 コラボゼミは、日本の大学において⾧きにわた
り育まれてきた「ゼミ」という学びの形式が有す
る可能性を高大連携においても開花させようと 
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するものです。開始後は、文科省「スーパーグロ
ーバルハイスクール」（2014 年度～18 年度指
定）、高崎市の後継事業「TSUBASA プロジェク
ト」でも中核プログラムとなってきました。 

高経大・矢野ゼミ 3 年生と高経附 3 年 1 組の
生徒で、2010 年度から 21 年度まで、12 年にわ
たり行われたコラボゼミの参加者は、学生 166
名、生徒 439 名となりました（13 年目の今年は、
学生 12 名と生徒 30 名が参加しています）。今
や国内外、社会の第一線で数多くのコラボゼミ修
了生が活躍しているなか、「納税者」として⾧年
支えていただいた高崎市民の皆さんに、コラボゼ
ミの内容と意義を伝えるべく、6 月 18 日（土）、
中央公民館に赴きました。 

3 月にまとめたブックレットおよびコラボゼ
ミ修了生へのアンケート調査も参照しながら行
われた講座には 30 名弱の方々に参加いただきま
した。参加者の数は限られましたが、講座へのア
ンケート結果を拝見すると、こちらの意図を十分
にくみ取っていただけたのではないかと考えて
います。 
「普段なら一緒に行動しない大学生と高校生が
ゼミを共にし、企業訪問に向けて活動することが
素敵だと思った。」 
「もう一度、大学で学びたくなりました。」 
「はじめて聞く内容だったが、大変共感できた。
今後もぜひ継続して『社会人』の育成を目指して
ください。」 
「高大コラボゼミの存在を知ることができ、感銘
を受けました。成果発表会もぜひ聴いてみたい。」 
「何のための教育なのか、考えさせられました。
就職前にコラボゼミを経験できていたら、働くこ
とへの見方も変わったのかなと思います。」 
・・・・・・・・・・・・・・ 

教育は「国家百年の大計」などと言われます。
しかしながら日本では、説教じみた言葉ばかり
で、必要な予算措置はまったく不十分です。
OECD（経済協力開発機構）によれば、教育への

公的支出を GDP 比で比較したとき、日本は先進
国の最低ランクにあります。次世代の教育に金を
出さない国なのです。 

多くの政治家の価値観、現在の制度を前提にし
た場合、もはや日本の人口減少は不可逆的です。
合計特殊出生率が若干上がったところで、人口減
少に歯止めはかかりません。ただ、そうであるな
ら、ちゃんとお金をかけて、数の少ない若者をし
っかり育てたいものです。教育を「投資」と考え
る、すなわち将来の生産性向上につながるととら
える視点が必要です。 

教育には、まだまだ可能性があります。13 年
間続けてきたコラボゼミでも、その可能性を模索
してきました。金のかけ方次第で、次世代の担い
手はいかようにも育つでしょう。 

コラボゼミの詳しい内容、卒業生アンケートの
結果については、下記においてご確認ください。 
◎高経大ブックレット⑦『高崎からのグローカル
人材育成―高大コラボゼミの 12 年』（高経大地
域科学研究所、2022 年 3 月） 
https://www.tcue.ac.jp/files/leafpage/leafp
age-717-1-1-seq1.pdf 
◎資料「高経大＋高経附『高大コラボゼミ』卒
業生アンケート」『産業研究』57 巻 2 号、
2022 年 3 月。
https://tcue.repo.nii.ac.jp/?action=repositor
y_uri&item_id=1318 
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 新規プロジェクト紹介               
 

「地方都市における中小製造業の情報化に関 
する研究」に向けて 
研究代表者 藤本 哲（経済学部経営学科） 

●情報化・コンピュータ化を取り上げる意義 
本研究所が前身の名称だった頃より多数のプ

ロジェクト研究が実施されてきた。近年の取り組
みの中に高崎地域の製造業企業を取り上げる「製
造業プロジェクト」がある。第１期で地域の製造
業を、第２期で地域製造業の国際化を取り上げ
た。第２期では私も参加し、中国への工場取材に
同行した。第２期の報告書ができあがってほどな
く第３期にとりかかろうとの声が上がり、私に世
話役が回ってきた1。第３期のテーマとして浮か
んだのがコンピュータ化である。コンピュータ化
が社会にもたらした影響は幅広く深い。それは製
造業においても同様である。歴史を積み重ねた企
業なら before and after の経験をいくつも持っ
ているはずで、実際の経験から我々が学ぶことは
多くあるだろう。 

プロジェクト名称は本来なら「コンピュータ
化」としたかったところ「情報化」の用語を使っ
たのは、昨今の DX（デジタル・トランスフォー
メーション）を意識したからである。またコンピ
ュータ化よりも随分前にプログラムによる機械
制御が普及した分野があることも情報化を選ん
だ理由の一つである。その代表が織物業（機屋）
であり、ジャカード織機と紋紙（パンチカード）
であろう。パンチカードに記録されたプログラム
によって機械を制御するというのは、現代的コン
ピュータにおけるプログラム制御の直接的祖先
といえよう。2020 年代の初めに世界は大きく変
わってしまった。この機に中小製造企業のこれま

                                                                                                                                                                             
1 なお私は製造業について詳しくなく，本稿において

用語等が正確でなかったり，曖昧であったり，理解が不
足することがあると思われるが，ご容赦いただけたら幸
いである。 

での取り組みを振り返り、記録しておくことには
大きな意義がある。 
●織物業におけるコンピュータ化・情報化 

布に柄や紋様を織り込もうとすると、経糸（た
て糸）の上げ下げを一本ずつ制御したり、緯糸（よ
こ糸）の色を何種類も使い分けたりする2ことに
なる。糸一本一本の制御を人手でやろうとする
と、その膨大な作業量に気が遠くなりそうだ。そ
の部分を機械化する要請は早くからあっただろ
うし、強いものだったと思われる。ジャカードは
経糸を上下させる機構で、パンチカードにはその
指示が書き込まれている。インターネットの動画
共有サイトの中にあるジャカード織機の解説動
画を見ていると、現在でもパンチカードがよく使
われているようだ。作りたい柄や紋様をパンチカ
ードに写す作業が必要で、この部分はコンピュー
タ化が比較的早く進んだのだろう。 

一般的には、生産の大規模化や機械化は、職種
の細分化および専門化を促す。どのような職種が
生まれ、移り変わっていったか、それぞれの賃金
決定方式、人材育成などがどのようなものだった
か、非常に興味深い。さらにコンピュータ技術の
導入がどのような影響をもたらしたのか。新技術
の導入に伴う混乱や変化など、それらを経験した
人々がいなくなる前に聞き取りと記録をするこ
とが大変重要なものになる。 

歴史の⾧い業界は現在までの間に業界の激変
を何度も経験しており、生き残りのために事業を
変えてきた企業も少なくないだろう。そのために
何を変えたのか、変えずに維持したものは何か、
このような観点も経営学からは興味深く、是非と
も伺いたい。 

 

2 経糸にすべて同じ糸を使い，緯糸の同じ糸を使って
織る場合は柄や紋様は入らない。この場合，奇数番目の
経糸全てと，偶数番目の経糸全てを交互に上下させて間
に緯糸を通していく。 
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●ME 技術革新 
現代の経営学において大きく取り扱われた、

製造業におけるコンピュータ化の分野としては、
工作機械等における ME 技術革新と設計におけ
る CAD があるだろう。それぞれについて概観し
ていきたい。 

ME とはマイクロ・エレクトロニクス3（micro 
electronics）の頭文字であり、典型的にはコンピ
ュータを使って機械を制御することがイメージ
される。ME 技術革新より前の時代の機械化生産
は、繰り返し同じものを作る大量生産に適用され
るものであった。多品種少量生産が求められる場
合は、採算を考え、手作業・人力での生産が選ば
れた。また同一の生産設備で多品種少量生産に対
応する場合には、段取り替えが高頻度になり、ま
た詳細で複雑な調整作業や制御作業を人の手で
行うのなら、熟練工が⾧時間関わるだろう。その
ような多数の作業をパンチカードに書かれたプ
ログラムで制御するのが、例えばジャカード織機
であり、コンピュータを使う NC 工作機械などで
ある。同じ生産設備を使い、プログラムを変えて
多品種少量生産に対応する。 

ME 技術が革新と呼ばれた理由の１つは熟練
不要論（deskilling）であろう。NC 機などの動作
をプログラムすることができれば、実際の加工作
業で熟練工がそばにいなくてよい。複数台の加工
機械を同時に同じプログラムで動かすこともで
きるし、地理的に離れた同じ機種で動かすことも
理論的には可能である。熟練工が不要にならなく
ても、少数の熟練工で多数の機械を動かすことは
可能だろう。 

NC 工作機械等が普及して分かってきたのは、
新しい熟練が必要になると言うことだった。熟練
工が身体で感じ取って自らの手で機械を操作し
微調整する段階では暗黙知が重要な役割を果た

                                                                                                                                                                             
3 1980 年代の中頃には，現在「パーソナル・コンピ

ュータ」と呼んでいる物のことを「マイクロ・コンピュ

しているが、それらを完全にプログラムへと落と
し込むことは困難である。それでもプログラムへ
と書き出すことは必要で、暗黙知を言語化あるい
は形式知化することが求められた。この場合、優
れたプログラムを書ける人は優れた熟練工であ
ることが前提となる。つまり熟練工の養成が求め
られる。また新たな職種も生まれただろう。必要
度の低下した熟練に、あるいは重要度の増した熟
練にどのようなものがあるか。新技術の導入に伴
って生じた新たな職種にどのようなものがある
か。熟練工、社内の技術者、社外の技術者などの
役割分担はどのようになっていたか。人材育成に
どのように取り組んできたか。 

多くの分野で起きているが、熟練工の高齢化
が進み、新たな熟練工の養成や確保が難しくなっ
ている、いずれは熟練工がいなくなるという状況
が，コンピュータ化やロボット化といった新技術
の導入を促進している。今後どうなるのかを考え
るのは大切だが、このプロジェクトではこれまで
どうだったか、これまでどのようなことに取り組
んできたか、それらを取材し記録していきたい。 
●CAD 

もう一つの重要な分野が CAD（computer 
aided design コンピュータ支援設計）である。
設計図を描く作業のコンピュータ化だけ（そして
プロッタで紙に描く）であっても時間短縮や生産
性向上、試行回数を増やせる等が考えられる。第
１段階として手描き図面から CAD 図面への移行
がある。その前後で何がどう変わったのか、うま
くいかなかったこと、良くなったこと、早くなっ
たこと等が手がかりになるだろう。図面の読み方
が変わったかもしれない。紙に出力された図面を
見て熟練工が工作機械を操作する、NC 機のプロ
グラムを熟練工が書く、プログラムをエンジニア
が書くなどの段階が考えられる。 

ータ」略して「マイコン」と呼んでいた。 
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第２の大きな段階は３次元 CAD（3DCAD）で
ある。コンピュータ内の３次元空間で設計し、モ
ニタ画面に２次元投影図を映す。様々な角度の投
影図を見ながら設計を検討できる。立体的な図を
見ることでイメージしやすい。また組み合わせる
２つの部品が正しく組めるかシミュレーション
する。そして NC 工作機などのプログラムを出力
する。他にも色々あるだろう。 

新技術導入の前と後の両方を経験した人は違
いに気づく。混乱が起きればそれをなんとかする
取り組みを作る。特に現物を使わないシミュレー
ションは DX への大きな一歩と位置づけられる
だろう。人の面では、手描き図面世代と最初から
3DCADで育った世代とにどんな違いがあるのだ
ろうか。設計部門と製造部門との連携や、発注元
などとの連携にどんな変化が起きたのだろうか。
仕事の進め方にどんな変化が生じたのだろうか。 
●とりあえずのスタートとして 

調査対象としてご協力いただける各企業の創
業からの沿革およびビジネス展開を縦軸とし、新
技術（特にコンピュータを使った技術）の導入を
横軸として before and after の経験を伺うこと
が取り掛かりになるだろう。仕事の進め方、組織
体制と役割分担、部門間連携、サプライチェーン
連携、人材育成および採用、賃金の決まり方、熟
練の性質、形式知化などの変化・変遷がトピック
として思い浮かぶ。プロジェクト・メンバー10 名
（現時点）の多様な専門知識と経験を総合し、さ
らに豊かな研究プロジェクトとしていきたい。 

この第３期プロジェクトにおいても調査対象
企業の選定・協力依頼などに高崎商工会議所の全
面協力を得られることとなった。感謝申し上げま
す。また調査対象としての各企業様には宜しくご
協力の程をお願い申し上げます。 
 
 
 
 

 地域科学研究所動静            
・2022 年度の地域科学研究所執行部は、所⾧・
高松正毅（経済学部教授）、副所⾧・米本清（地
域政策学部准教授）、総務企画委員⾧・黒崎龍悟
（経済学部准教授）、編集委員⾧・若林隆久（地
域政策学部准教授）、研究委員⾧・永田瞬（経済
学部教授）によって構成されています。 
・2022 年８月現在、地域科学研究所の所員は 60 
名、名誉研究員 1 名、特定研究員 2 名です。 
 
  編集後記                               

  まだまだ新型コロナウイルス感染症に翻弄さ
れる日々が続いていますが、３年ぶりに「連携公
開講座」が開催されるなど、地域科学研究所の事
業がコロナ禍以前のかたちを取り戻しつつあり
ます。 
 また、この２年間で培われたオンライン講義の
ノウハウなどもありますので、従来形式に捉われ
ず、皆様にとってより利便性の高い講座・イベン
トを実施していきたいと考えています。 
 秋口以降に実施されるイベントも数多くござ
いますので、より多くの皆様にご参加いただき、
生涯を通じての学習にお役立ていただけますと
幸いです。 
（KK） 
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